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⑰
二
つ
の
精
進
と
寂
止
-
勤
励
(
策
励
)
・
不
散
乱
こ
こ
に
略
さ
れ
た
心
所
が
中
捨
・
勝
解
・
作
意
・
意
欲
の
四
心
所
で
、
こ
れ
を
加
え
て
60
心
所
と
な
る
。
(
注
二
)
〔
喜
倶
智
相
応
無
行
〕
〈
純
粋
語
〉
三
十
法
1
触
・
受
・
想
・
思
・
心
・
尋
・
伺
・
喜
・
心
一
境
性
・
信
精
進
・
念
・
慧
・
命
根
.
慚
・
愧
・
無
貪
・
無
瞋
・
身
軽
安
・
心
軽
安
・
身
軽
快
性
・
心
較
快
性
,
身
柔
軟
性
・
心
柔
軟
性
・
身
適
業
性
・
心
適
業
性
・
身
練
達
性
・
心
練
達
性
・
身
端
適
性
.
心
端
適
性
こ
の
30
法
は
ま
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
類
(r
a
s
a)
に
よ
っ
て
〈
区
分
さ
れ
る
も
の
〉
α
心
ー
心
(
五
触
)
・
意
根
(
八
根
)
②
尋
-
尋
(
五
禅
)
・
正
思
惟
(
五
道
)
③
信
-
信
根
(
八
根
)
・
信
力
(
七
力
)
④
慚
i
慚
力
(
七
力
)
・
慚
(
二
世
間
護
)
⑤
愧
ー
愧
力
(
七
力
)
・
愧
(
二
世
間
護
)
⑥
無
貪
ー
無
貪
(
三
因
)
・
無
貪
欲
(
三
業
道
)
⑦
無
瞋
-
無
瞋
(
三
因
)
・
無
瞋
恚
(
三
業
道
)
⑧
受
ー
受
(
五
触
)
・
楽
(
五
禅
)
・
喜
根
(
八
根
)
⑨
精
進
-
精
進
根
(
八
根
)、
正
精
進
(
五
道
)
・
勤
励
(
二
精
進
寂
止
)
・
精
進
力
(
七
力
)
⑩
念
-
念
根
(
八
根
)
・
正
念
(
五
道
)
・
念
力
(
七
力
)
・
念
(
二
資
助
)
⑪
定
-
一
境
性
(
五
禅
)
・
定
根
(
八
根
)
・
正
定
(
五
道
)
・
定
力
(
七
力
)
・
止
(
止
観
)
・
不
散
乱
(
二
精
進
寂
止
)
⑫
慧
ー
慧
根
(
八
根
)
・
正
見
(
五
道
)
・
慧
力
(
七
力
)
・
無
癡
(
三
因
)
・
正
見
(
三
業
道
)
・
正
智
(
二
資
助
)
・
観
(
止
観
)
・
決
定
で
略
さ
れ
た
も
の
-
勝
解
・
中
捨
・
作
意
・
欲
。
不
定
で
略
さ
れ
た
も
の
ー
悲
・
喜
・
正
語
・
正
命
・
正
業
(
注
三
)
不
善
心
所
の
九
集
(
カ
テ
ゴ
リ
ー
)
ω
五
触
(集
)
ー
心
・
受
・
触
・
想
・
思
②
五
禅
-
尋
・
楽
・
心
一
境
性
・
伺
・
喜
③
五
根
ー
意
根
・
喜
根
・
精
進
根
・
定
根
・
命
根
ω
四
道
;
邪
思
惟
・
邪
見
・
邪
精
進
・
邪
定
⑤
四
カ
ー
無
慚
力
・
無
愧
力
.
精
進
力
.
定
力
⑥
二
因
⊥
貫
・
癡
⑦
二
業
道
i
邪
見
・
貪
欲
㈹
二
蘊
i
無
慚
・
無
愧
⑨
三
残
余
-
策
励
・
寂
止
・
不
散
乱
(
注
四
)
〔喜
倶
悪
見
相
応
無
行
〕
〈
純
粋
語
V
十
六
法
-
触
・
受
・
想
・
思
・
心
・
尋
・
伺
・
喜
・
心
一
境
性
.
精
進
根
・
命
根
・
邪
見
.
無
慚
・
無
愧
・
貪
・
癡
〈
区
分
さ
れ
る
も
の
〉
ω
心
ー
心
(
五
触
)
・
意
根
(
五
根
)
②
尋
ー
尋
(
五
禅
)
・
邪
思
惟
(
四
道
)
③
邪
見
ー
邪
見
(
四
道
)
・
邪
見
(
二
業
道
)
④
無
慚
ー
無
慚
力
(
四
力
Y
無
慚
(
二
蘊
)
⑤
無
愧
ー
無
愧
力
(
四
力
)
・
無
愧
(
二
蘊
)
⑥
貪
ー
貪
(
二
因
)
・
貪
欲
(
二
業
道
)
⑦
受
ー
受
(
五
触
)
・
楽
(
五
禅
)
・
喜
根
(
五
根
)
⑧
精
進
ー
精
進
根
(
五
根
)
・
邪
精
進
(
四
道
)
・
精
進
力
(
四
力
)
・
策
励
(
三
残
余
)
⑨
定
ー
心
一
境
性
(
五
禅
)
・
定
根
(
五
根
)
・
邪
定
(
四
道
)
・
定
力
(
四
力
)
,
寂
止
と
不
散
乱
(
三
残
余
)
説
一
切
有
部
の
一
問
題
点
桝
田
善
夫
阿
毘
達
磨
研
究
を
始
め
る
為
に
は
、
ま
ず
部
派
仏
教
史
を
明
確
す
る
作
業
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
説
一
切
有
部
の
歴
史
の
中
で
最
も
困
難
な
問
題
と
し
て
時
代
と
地
域
が
変
わ
れ
ば
思
想
が
変
化
す
る
、
言
い
換
え
れ
ば
時
間
と
空
間
の
変
化
を
考
慮
し
た
中
で
説
一
切
有
部
思
想
史
の
開
明
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
一
つ
と
言
え
る
の
が
、
カ
ニ
シ
カ
王
統
治
下
の
西
北
イ
ン
ド
を
中
心
と
し
た
説
一
切
有
部
の
カ
シ
ュ
ミ
ー
ラ
学
派
と
ガ
ン
ダ
ー
ラ
学
派
の
教
学
の
相
違
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
二
学
派
の
教
学
に
お
け
る
相
違
は
、
後
世
の
世
親
(
V
a
su
b
a
n
d
h
u
4
0
0
～
螂
。
O
)
の
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
(
A
b
h
id
h
a
rm
a
-
k
o
s
b
h
�
sn
y
a
)
、
そ
れ
に
対
立
し
た
;
賢
(S
a
n
g
h
a
b
h
a
d
ra
～
心
U
O
～
)
の
阿
毘
達
磨
順
正
理
論
と
7
阿
毘
達
磨
蔵
顕
宗
論
と
二
大
学
派
の
伝
統
的
な
教
学
的
対
立
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
二
学
派
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
「新
旧
両
毘
婆
沙
論
に
於
け
る
発
智
論
の
異
本
に
つ
い
て
」
(
印
度
学
仏
教
学
研
究
第
二
十
九
巻
第
一
号
)
と
題
し
て
発
表
し
た
。
こ
の
中
で
、
阿
毘
達
磨
発
智
論
と
異
訳
八
健
度
論
(
僧
伽
提
婆
共
竺
仏
念
訳
)
、
発
智
論
・
八
健
度
論
の
註
釈
書
で
あ
る
玄
奘
訳
の
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
二
百
巻
(
以
下
「
大
毘
婆
沙
論
」
)
と
浮
陀
跋
摩
共
道
泰
等
訳
の
阿
毘
曇
毘
婆
沙
論
六
十
巻
(
以
下
「
旧
訳
毘
婆
沙
論
」
)
に
引
用
す
る
異
本
の
発
智
論
を
十
四
項
目
に
亙
っ
て
検
討
し
た
結
果
、
発
智
論
と
大
毘
婆
沙
論
が
カ
シ
ュ
ミ
ー
ラ
学
派
の
論
書
と
註
釈
書
、
ま
た
八
健
度
論
と
旧
訳
毘
婆
沙
論
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
学
派
の
論
書
と
註
釈
書
と
し
て
認
め
ら
れ
る
性
格
を
十
分
に
具
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
。
次
に
、
大
毘
婆
沙
論
と
旧
訳
毘
婆
沙
論
と
を
平
行
さ
せ
て
読
み
進
め
て
行
く
場
合
に
、
随
所
に
異
な
っ
た
見
解
が
見
ら
れ
、
明
確
な
対
立
関
係
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
す
で
に
「
新
旧
両
毘
婆
沙
論
に
於
け
る
一
.
二
の
相
違
点
に
つ
い
て
」
(
印
度
学
仏
教
学
研
究
第
三
十
巻
第
二
号
)
の
中
で
、
コ
、
新
旧
両
毘
婆
沙
論
教
学
の
相
違
点
か
ら
見
ら
れ
る
両
論
の
関
係
に
つ
い
て
の
二
例
L
に
発
表
し
た
。
「業
の
異
熟
と
そ
の
果
報
」
と
「
厭
の
定
義
」
の
二
例
を
検
討
す
る
だ
け
で
も
、
大
毘
婆
沙
論
と
旧
訳
毘
婆
沙
論
の
二
論
は
ま
っ
た
く
異
質
の
論
書
で
あ
り
、
互
い
に
密
接
に
関
係
し
な
が
ら
独
自
の
教
学
的
立
場
の
確
立
に
各
々
務
め
て
い
る
。
ま
た
大
毘
婆
沙
論
の
カ
シ
ュ
ミ
ー
ラ
系
説
一
切
有
部
は
、
こ
の
註
釈
書
時
代
に
入
っ
て
始
め
て
発
智
論
を
註
釈
す
る
作
業
を
通
じ
て
旧
訳
毘
婆
沙
論
と
関
係
し
な
が
ら
独
自
の
教
学
的
立
場
を
確
立
し
た
と
も
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
大
毘
婆
沙
論
と
旧
訳
毘
婆
沙
論
に
引
用
さ
れ
る
発
智
論
の
異
本
を
検
討
し
た
十
四
項
目
の
中
で
、
特
に
八
健
度
論
と
旧
訳
毘
婆
沙
論
の
教
学
的
特
相
を
示
す
三
項
目
を
取
り
上
げ
た
も
の
が
、
「
二
、
『
新
旧
両
毘
婆
沙
論
に
於
け
る
発
智
論
の
異
本
に
つ
い
て
』
か
ら
の
重
要
点
の
三
例
再
考
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
三
例
中
、
第
一
例
の
コ
ニ
帰
依
の
真
髄
L
と
第
二
例
の
「
浬
槃
と
学
・
無
学
・
非
二
学
と
の
関
係
に
就
て
」
で
は
、
八
健
度
論
・
旧
訳
毘
婆
沙
論
が
い
ず
れ
も
六
足
論
成
立
当
時
に
教
学
的
な
最
大
の
関
心
に
な
っ
て
い
た
「
補
特
伽
羅
と
法
の
実
有
、
非
実
有
」
の
論
議
を
し
る
し
た
識
身
足
論
中
の
補
特
伽
羅
蘊
で
反
対
論
者
で
あ
る
補
特
伽
羅
論
者
と
同
じ
教
学
的
立
場
を
取
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
ま
た
、
第
三
例
の
「
煩
悩
の
断
滅
と
そ
の
諸
因
に
就
い
て
」
で
は
、
八
健
度
論
・
旧
訳
毘
婆
沙
論
が
い
ず
れ
も
こ
の
識
身
足
論
中
の
目
乾
連
蘊
で
の
沙
門
目
連
の
「
過
去
未
来
無
。
現
在
無
為
有
。」
、
コ
補
特
伽
羅
非
前
非
後
二
心
和
合
。
一
是
所
断
一
是
能
断
L
と
同
じ
教
学
的
立
場
を
取
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
結
論
的
に
言
え
ぽ
、
八
健
度
論
・
旧
訳
毘
婆
沙
論
と
識
身
足
論
の
補
特
伽
羅
蘊
・
目
乾
連
蘊
と
の
関
係
は
、
大
毘
婆
沙
論
巻
七
十
一
の
「
眼
の
彼
同
分
」
の
四
種
と
五
種
の
論
議
の
中
で
出
て
く
る
、
「
旧
外
国
師
同
二此
国
説
↓
旧
此
国
師
同
二
外
国
説
こ
の
中
の
「
旧
此
国
師
同
二
外
国
説
こ
の
関
係
が
、
今
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
学
派
の
一
つ
の
特
徴
を
表
わ
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
残
り
の
「
旧
外
国
師
同
二
此
国
説
ご
を
表
わ
す
様
な
実
例
を
以
下
に
紹
介
す
る
。
第
一
例
は
、
大
毘
婆
沙
論
巻
百
五
十
六
の
根
蘊
で
二
十
二
根
の
無
記
根
に
つ
い
て
、
「
迦
湿
弥
羅
国
毘
婆
沙
師
説
。
無
記
根
有
レ
三
。
謂
無
記
愛
慧
無
明
。
無
記
愛
者
。
…
…
無
記
慧
者
。
…
…
無
記
無
明
者
。
…
…
西
方
諸
師
説
。
無
記
根
有
レ
四
。
謂
無
記
愛
見
慢
無
明
。
無
記
愛
者
。
…
…
無
記
見
者
。
…
…
無
記
慢
者
。
…
…
無
記
無
明
者
。
…
…
」
(
大
正
二
七
・
七
九
五
C
)
の
一
文
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
カ
シ
ュ
、ミ
ー
ラ
国
毘
婆
沙
師
が
、
無
記
の
愛
(
tr
s
n
�
)
と
慧
(
m
a
t
i)
と
無
明
(
a
v
id
y
a
)
6
+三
を
一
纒
め
に
し
N
j1j無
,i,�
根
(
tr
in
y
a
v
y
�
k
r
ta
m
�
l�
n
i)
と
し
て
説
く
が
、
西
方
諸
師
は
三
無
記
根
に
さ
ら
に
慢
(m
a
n
a
)
を
加
え
て
、
三
無
記
根
の
う
ち
の
慧
を
見
(
d
rs
ti)
に
し
て
、
愛
・
見
・
慢
㌔
無
明
と
い
う
四
つ
を
一
纒
め
に
四
無
記
根
説
を
立
て
て
い
る
。
こ
れ
は
、
現
存
す
る
品
類
足
論
、
異
訳
の
衆
事
分
阿
毘
曇
論
の
次
の
文
と
照
合
し
て
み
る
と
、
ど
ち
ら
も
四
無
記
根
説
を
指
示
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
品
類
足
論
巻
一
、
辯
五
事
品
「
無
記
根
云
何
。
謂
四
無
記
根
。
即
無
記
愛
無
記
見
無
記
慢
無
記
無
明
。」
(
大
正
二
六
・
六
九
三
a
)
衆
事
分
阿
毘
曇
論
巻
一
、
五
法
品
「
云
何
無
記
根
。
有
四
無
記
根
。
謂
無
記
愛
。
無
記
見
。
無
記
慢
。
無
記
無
明
。
」
(大
正
二
六
・
六
二
七
b
～
c
)
こ
の
二
論
は
、
先
の
大
毘
婆
沙
論
の
カ
シ
ュ
ミ
ー
ラ
国
毘
婆
沙
師
の
三
無
記
根
説
と
同
一
の
立
場
で
は
な
く
、
西
方
諸
師
の
四
無
記
根
説
を
現
存
の
品
類
足
論
が
教
学
的
立
場
と
し
て
取
っ
て
い
た
と
指
摘
で
き
る
。
第
二
例
は
、
大
毘
沙
論
巻
十
八
雑
蘊
に
説
く
九
十
八
随
眠
の
遍
行
と
非
遍
行
の
区
別
に
つ
い
て
の
問
題
で
あ
る
。
「
品
類
足
説
。
九
十
八
随
眠
中
。
三
十
三
是
遍
行
。
六
十
五
非
遍
行
。
…
…
答
西
方
尊
者
所
レ
Uis本
言
。
九
十
八
随
眠
中
二
十
七
是
遍
行
。
六
十
五
非
遍
行
。
六
応
二
分
別
司
謂
見
苦
集
所
断
無
明
。
有
二是
遍
行
一有
二非
遍
行
幻
云
何
是
遍
行
。
謂
見
苦
集
所
断
非
遍
行
随
眠
不
相
応
無
明
。
云
何
非
遍
行
。
謂
見
苦
集
所
断
非
遍
行
随
眠
相
応
無
明
。
如
レ
是
所
説
於
レ
義
為
レ
善
。
…
…
是
故
彼
説
於
γ
義
為
レ善
。
問
若
爾
何
故
。
迦
湿
弥
羅
諸
師
不
7
作
二
此
誦
崎
…
…
又
此
国
誦
三
十
三
是
遍
行
。
六
十
五
非
遍
　
行
者
。
…
…
L
(大
正
二
七
・
九
一
b
～
c
)
こ
の
大
毘
婆
沙
論
に
引
用
す
る
カ
シ
ュ
ミ
ー
ラ
国
所
誦
の
品
類
足
論
で
は
、
九
十
八
随
眠
の
中
で
見
苦
所
断
の
有
身
見
(sa
tk
�
y
a
d
r
s
ti)
・
辺
執
見
(
ρ
馨
p
σq
螽
げ
甼
侮
も
・
邪
見
(m
ith
y
�
-d
.,)
・
見
取
見
(
d
r
st
ip
a
r
�
m
ar
s
a
)
・
戒
禁
取
見
(
脇
同富
く
鐔
寅
も
ρ
轟
日
母
鐙
)
の
五
見
と
疑
(
v
ic
ik
its�
)
と
無
明
(
a
v
id
y
�
)
の
二
と
の
七
と
、
見
集
所
断
の
見
取
見
と
邪
見
の
二
見
と
疑
と
無
明
と
の
四
と
を
合
計
し
た
十
一
の
随
眠
を
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
の
三
界
に
わ
た
っ
て
総
計
し
た
三
十
三
随
眠
を
遍
行
随
眠
と
し
、
こ
れ
を
九
十
八
随
眠
か
ら
引
き
さ
っ
た
六
十
五
随
眠
を
非
遍
行
随
眠
と
す
る
の
に
対
し
て
、
西
方
尊
所
誦
の
品
類
足
論
で
は
先
の
六
十
五
随
眠
は
同
様
に
非
遍
行
随
眠
と
す
る
が
、
三
十
三
随
眠
の
中
か
ら
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
の
三
界
に
わ
た
る
見
苦
所
断
と
見
集
所
断
の
無
明
を
残
こ
し
た
二
十
七
随
眠
は
遍
行
随
眠
と
し
、
こ
れ
以
外
の
六
随
眠
は
遍
行
随
眠
に
も
非
遍
行
随
眠
に
も
場
合
に
よ
り
な
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
以
下
の
如
く
現
存
の
品
類
足
論
・
異
訳
の
衆
事
分
阿
毘
曇
論
と
照
合
す
る
と
、
ど
ち
ら
も
西
方
尊
者
説
と
一
致
す
る
が
、
カ
シ
ュ
ミ
ー
ラ
国
諸
師
所
誦
の
品
類
足
論
と
は
一
致
し
な
い
。
だ
が
大
毘
婆
沙
論
が
、
先
の
文
中
に
西
方
尊
者
説
を
「
如
レ
是
所
説
於
7
義
為
レ
善
」
と
し
て
認
め
て
い
る
こ
と
は
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
品
類
足
論
巻
三
辯
随
眠
品
「
九
十
八
随
眠
。
幾
是
遍
行
。
幾
非
遍
行
。
答
二
十
七
是
遍
行
。
六
十
五
非
遍
行
。
六
応
分
別
。
謂
見
苦
集
所
断
無
明
随
眠
。
或
是
遍
行
。
或
非
遍
行
。
云
何
是
遍
行
。
謂
見
苦
集
所
断
非
遍
行
随
眠
不
相
応
無
明
。
云
何
非
遍
行
。
謂
見
苦
集
所
断
非
遍
行
随
眠
相
応
無
明
。
」
(
大
正
二
六
・
七
〇
二
c
)
衆
事
分
阿
毘
曇
論
巻
三
分
別
諸
使
品
「
問
此
九
十
八
使
。
幾
一
切
遍
。
幾
一
切
不
遍
。
答
二
十
七
一
切
遍
。
六
十
五
不
一
切
遍
。
六
分
別
。
見
苦
集
断
無
明
使
。
或
一
切
遍
。
或
不
一
切
遍
。
云
何
一
切
遍
。
謂
見
苦
集
断
不
一
切
遍
使
不
相
応
無
明
。
云
何
不
一
切
遍
。
謂
見
苦
集
断
不
一
切
遍
使
相
応
無
明
」
(
大
正
二
六
・
六
三
七
c
)
ま
た
、
此
等
の
問
題
の
中
か
ら
、
現
存
す
る
品
類
足
論
以
外
に
複
数
の
品
類
足
論
を
想
定
で
き
る
。
だ
が
現
存
の
品
trsr足
論
が
そ
の
ま
ま
西
方
尊
者
が
伝
え
た
品
類
足
論
で
あ
る
と
決
定
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
カ
シ
ュ
ミ
ー
ラ
国
毘
婆
沙
師
の
数
学
が
西
方
尊
者
と
の
密
接
な
影
響
下
の
も
と
で
大
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
各
論
書
が
カ
シ
ュ
ミ
ー
ラ
国
の
説
一
刧
有
部
化
さ
れ
る
中
で
の
西
方
尊
者
の
教
学
的
な
痕
跡
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
最
も
良
く
示
し
て
い
る
の
が
次
の
第
三
例
で
あ
る
。
こ
の
第
三
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
の
は
、
発
智
論
と
八
健
度
論
の
見
道
説
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
「
発
智
・
八
健
度
論
見
道
説
再
考
」
(
印
度
学
仏
教
学
研
究
第
二
十
七
巻
第
一
号
)
で
ふ
れ
た
が
、
発
智
論
は
見
道
の
無
相
と
名
づ
け
る
理
由
を
説
く
個
所
で
、
次
の
様
に
、
「
又
世
尊
説
。
大
目
乾
連
。
底
沙
梵
天
。
不
説
第
六
無
相
住
耶
。
云
何
名
第
六
無
相
住
者
耶
。
答
随
信
行
。
随
法
行
。
名
為
第
六
無
相
住
者
。
此
二
無
相
。
不
可
安
立
。
不
可
施
設
。
在
此
在
彼
。
若
苦
法
智
忍
。
若
苦
法
智
。
広
説
乃
至
。
若
道
類
智
忍
。
以
此
無
相
不
可
安
立
不
可
施
設
在
此
在
彼
。
故
名
第
六
無
相
住
者
。
」
(
大
正
二
六
・
九
二
六
c
)
こ
こ
で
は
、
見
道
十
五
心
説
を
説
い
て
い
る
が
、
八
健
度
論
は
、
「
若
苦
法
忍
。
…
…
若
道
未
知
忍
。
若
道
未
知
智
。
」
(大
正
二
六
・
七
八
一
b
)
と
、
見
道
十
六
心
説
で
あ
る
点
か
ら
、
従
来
、
発
智
論
と
異
訳
八
健
度
論
の
中
で
特
に
際
立
っ
た
相
違
の
一
つ
と
さ
れ
、
又
、
発
智
論
と
八
健
度
論
を
伝
誦
し
た
学
派
の
相
違
点
の
一
つ
と
も
考
え
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
発
智
論
が
見
道
十
五
心
説
の
立
場
を
と
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
大
毘
婆
沙
論
が
巻
百
四
十
三
の
「
未
知
当
知
根
と
巳
知
根
と
具
知
根
の
三
無
漏
根
の
立
名
差
別
」
を
説
く
中
に
次
の
様
な
説
明
が
あ
る
。
「
問
若
如
γ是
者
。
道
類
智
忍
生
。
除
二其
自
性
相
応
倶
有
法
↓
於
二
餘
一
切
類
智
品
道
一皆
得
二
現
観
⑩
此
後
道
類
智
生
。
於
二道
類
智
忍
自
性
相
応
倶
有
法
↓
乃
得
二
現
観
崎
爾
時
於
二
彼
忍
自
性
等
一未
二巳
現
観
一而
現
観
。
何
故
名
二
已
知
根
一不
レ
名
二
未
知
当
知
根
殉
答
外
国
師
説
二
十
六
心
刹
那
皆
是
見
道
鱒
問
今
不
レ
問
レ
彼
。
但
問
下
十
五
心
刹
那
為
二見
道
一者
。
何
故
繭
耶
上
…
…
応
レ
作
二
是
答
司
従
二
多
分
一説
名
二已
現
観
↓
謂
已
現
観
者
無
量
無
辺
。
未
已
現
観
者
但
有
二
少
許
↓
已
現
観
而
現
観
者
。
猶
如
二
大
地
幻
未
已
現
観
而
現
観
者
。
但
如
・二
塊
司
妙
高
一
塵
大
海
一
滴
。
虚
空
蚊
処
喩
亦
如
レ
是
。
故
従
二多
分
一名
二已
知
根
↓
…
…
」
(
大
正
二
七
・
七
三
五
a
)
ズ
ル
ト
キ
ク
ヲ
こ
の
内
容
は
、
見
道
の
第
十
五
心
刹
那
の
「
道
類
智
忍
生
。
除
二其
自
性
相
応
倶
有
法
ご
大
部
分
ズ
ル
ト
キ
テ
を
現
観
す
る
の
で
あ
る
が
、
第
十
六
心
刹
那
で
は
、
「
道
類
智
生
。
於
二
道
類
智
忍
自
性
相
応
倶
有
ニ法
ご
残
り
の
わ
ず
か
な
部
分
を
現
観
す
る
の
で
、
発
智
論
は
見
道
十
五
心
説
を
許
す
立
場
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
八
健
度
論
は
見
道
十
六
心
説
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
こ
の
場
合
、
外
国
師
の
「
十
六
心
刹
那
皆
是
見
道
」
の
説
と
同
じ
だ
と
言
え
る
。
ま
た
、
大
毘
婆
沙
論
巻
九
の
倶
有
法
を
説
く
中
で
西
方
諸
師
は
、
「
彼
(
西
方
諸
師
)
作
二
是
言
司
苦
法
智
忍
於
二
自
諦
境
一少
分
現
観
。
亦
無
レ
有
レ
失
。
苦
法
智
生
尽
現
観
故
。
如
二
道
法
智
忍
一於
二
自
諦
境
↓
雖
二
少
分
現
観
一而
無
ノ
有
レ
失
。
道
法
智
生
尽
現
観
故
。
」
(
大
正
二
七
・
四
四
a
)
と
、
第
十
五
心
刹
那
を
「
少
分
現
観
」
、
第
十
六
心
刹
那
を
「
尽
現
観
」
と
し
て
大
毘
婆
沙
論
と
対
立
し
た
説
を
称
え
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
次
に
、
六
足
論
中
の
初
期
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
集
異
門
足
論
は
、
巻
四
で
次
の
様
な
特
異
な
見
道
説
を
称
え
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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「
梵
行
求
者
。
従
世
第
一
法
趣
苦
法
智
忍
時
。
有
梵
行
。
求
非
有
梵
行
。
所
以
者
何
。
八
支
聖
0
道
説
名
梵
行
。
彼
於
爾
時
未
得
未
近
得
。
未
有
未
現
有
。
従
苦
法
智
忍
趣
苦
法
智
時
。
有
梵
行
求
亦
有
梵
行
。
所
以
者
何
。
八
支
聖
道
説
名
梵
行
。
彼
於
爾
時
已
得
已
近
得
。
已
有
巳
現
有
。
②
⑰
如
是
従
苦
法
智
趣
苦
類
智
忍
。
…
…
従
道
類
智
趣
道
類
智
。」
(大
正
二
六
・
三
八
三
a
b
)
こ
れ
は
、
全
体
と
し
て
先
の
発
智
論
の
見
道
十
五
心
説
で
も
八
健
度
論
の
見
道
十
六
心
説
で
も
な
い
、
見
道
十
七
心
説
と
で
も
言
え
る
型
体
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
特
異
な
見
道
説
は
、
先
に
検
討
し
た
大
毘
婆
沙
論
の
註
釈
時
代
に
入
っ
て
十
五
心
見
道
説
を
許
す
以
前
の
、
先
の
大
毘
婆
沙
論
と
逆
な
解
釈
を
行
な
っ
て
い
た
西
方
諸
師
の
見
道
説
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
こ
に
も
先
の
こ
例
に
引
き
続
い
て
現
存
の
集
異
門
足
論
中
に
カ
シ
ュ
ミ
ー
ラ
国
毘
婆
沙
師
以
外
の
教
学
的
要
素
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
三
例
の
現
存
品
類
足
論
中
の
西
方
尊
者
の
教
学
的
影
響
や
大
毘
婆
沙
論
の
教
学
と
は
一
致
し
な
い
現
存
集
異
門
足
論
の
見
道
説
の
事
実
は
、
各
論
書
が
カ
シ
ュ
ミ
ー
ラ
系
の
説
一
切
有
部
化
さ
れ
る
以
前
の
教
学
的
痕
跡
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
初
期
の
論
書
が
西
方
師
と
の
密
接
な
教
学
的
影
響
の
も
と
で
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
と
も
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
私
は
こ
の
様
な
関
係
を
先
の
「
旧
外
国
師
同
二
此
国
説
ご
が
表
わ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
す
る
の
で
あ
る
。
も
し
そ
れ
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
発
智
論
か
ら
大
毘
婆
論
へ
の
教
学
的
発
展
と
は
何
で
あ
る
の
か
。
ま
た
二
百
巻
の
大
部
な
大
毘
姿
沙
論
の
根
本
的
な
る
教
学
的
立
場
は
、
如
何
な
る
も
の
に
さ
さ
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。
こ
の
こ
と
は
、
今
後
の
新
た
な
る
課
題
と
し
て
開
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
高
麗
時
代
の
道
教
と
仏
教
(下
)
四
、
高
麗
道
教
の
特
徴
梁
銀
容
前
掲
の
資
料
(
前
号
参
照
)
を
検
討
す
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
高
麗
道
教
の
流
れ
や
そ
の
特
性
を
、
次
の
よ
う
な
幾
つ
か
に
纒
め
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
高
麗
道
教
は
大
別
し
て
、
宋
か
ら
の
成
立
道
教
の
将
来
や
福
源
宮
の
建
立
さ
れ
る
睿
宗
朝
(
一
=
○
年
代
)
を
境
目
に
、
前
後
両
期
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
の
前
期
は
王
室
の
斎
醺
を
中
心
に
成
立
道
教
的
脈
絡
が
相
伝
さ
れ
た
。
⑮
一
方
、
も
と
よ
り
理
世
治
国
の
道
理
に
、
儒
・
仏
・
仙
三
教
の
鼎
足
的
観
念
が
土
着
伝
承
さ
れ
た
。
従
っ
て
睿
宗
朝
以
前
の
道
教
に
、
た
と
え
組
織
的
社
会
的
活
動
が
欠
如
さ
れ
て
い
た
と
言
え
ど
も
、
国
教
位
置
の
仏
教
や
官
学
の
儒
教
に
次
ぐ
観
念
を
、
社
会
基
層
に
根
を
お
ろ
し
て
い
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
「
五
千
言
」
(
『
老
子
老
徳
経
』
)
の
流
布
が
こ
れ
を
物
語
る
。
高
麗
王
朝
に
お
い
て
は
、
建
国
初
か
ら
護
国
信
仰
的
展
開
の
中
に
仏
教
・
図
讖
等
の
諸
信
仰
的
要
素
が
排
斥
感
な
く
受
容
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
道
教
や
老
荘
思
想
を
も
同
様
に
高
麗
社
会
に
受
容
さ
れ
て
以
来
、
朝
野
に
広
く
流
行
し
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
次
に
、
福
源
宮
建
立
の
前
後
は
、
社
会
情
勢
か
ら
見
て
も
、
金
の
興
起
(
一
一
一
五
)
や
遼
の
衰
退
滅
亡
(
=
二
五
)
、
そ
し
て
北
南
宋
の
交
替
(
一
=
一七
)
等
、
実
に
激
動
の
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
国
際
環
境
の
中
で
高
麗
は
対
外
対
内
的
に
急
変
多
難
の
時
代
を
迎
え
る
。
睿
宗
朝
の
道
教
⑯
将
来
を
、
李
仲
若
(
?
1
一
一
二
二
)
の
輩
出
と
い
う
内
的
な
面
と
、
対
宋
外
交
と
い
う
外
的
な
面
と
の
合
致
と
見
れ
ば
、
以
降
、
斎
醺
盛
行
も
ま
た
頻
繁
な
内
憂
外
患
の
時
代
相
を
反
映
す
る
も
の
で
⑰
あ
る
。
こ
の
福
源
宮
に
よ
っ
て
、
斎
醺
を
中
心
と
し
た
前
期
の
流
れ
が
、
悉
く
成
立
道
教
の
体
系
に
吸
収
整
備
さ
れ
、
道
教
機
関
や
醺
星
処
が
次
第
に
増
加
し
て
い
く
。
福
源
宮
等
の
道
観
に
は
、
仏
教
で
見
る
強
い
教
団
的
組
織
と
か
民
衆
教
化
に
影
響
力
を
発
揮
す
る
と
か
の
記
録
は
見
当
た
ら
な
く
、
ひ
た
す
ら
王
室
の
斎
醺
福
田
と
し
て
一
貫
す
る
特
徴
を
あ
ら
わ
す
。
し
か
し
な
が
ら
高
麗
社
会
に
道
士
の
存
在
を
認
め
る
と
き
、
そ
こ
に
は
三
清
を
中
心
と
す
る
信
仰
体
系
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
道
士
輩
出
⑱
の
た
め
の
道
教
戒
壇
が
設
置
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
道
教
関
係
の
職
品
を
も
次
第
に
整
え
ら
れ
た
と
言
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
高
麗
後
期
の
道
教
に
お
い
て
、
も
う
一
つ
注
目
さ
れ
る
の
は
、
『
老
子
道
徳
経
』
⑲
よ
り
『
黄
庭
経
』
重
視
の
傾
向
が
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
時
識
者
の
道
教
教
義
に
対
す
る
理
解
の
深
化
と
言
え
よ
う
が
、
そ
れ
は
単
な
る
思
想
的
な
理
解
の
み
な
ら
ず
、
信
仰
行
為
の
伴
な
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
③
元
宗
元
年
(
一
二
六
五
)
夏
四
月
、
庚
申
。
太
子
(
忠
烈
王
)
。
邀
宴
安
慶
公
(
王
泪
)
。
奏
楽
達
曙
。
国
俗
。
以
道
家
説
。
毎
至
是
日
。
必
会
飲
。
徹
夜
不
鰥
。
謂
之
守
庚
申
。
太
子
。
亦
徇
時
俗
。
時
議
非
之
。
(
『
高
麗
史
』
世
家
巻
第
二
亠ハ
。
)
④
歳
闌
今
夜
是
庚
申
共
説
三
尸
事
最
神
磴
視
莫
教
過
海
眼
天
庭
咫
尺
王
皇
宸
児
女
無
知
最
可
憐
猶
知
頭
上
有
蒼
天
明
明
不
待
三
戸
報
休
把
微
労
欲
盖
愆
貧
家
寂
寂
樗
蒲
戯
甲
第
紛
紛
玳
瑁
筵
銷
沮
閉
蔵
猶
可
恕
酣
歌
恒
舞
適
増
愆
(
『
牧
隠
集
』
牧
隠
詩
蒿
巻
六
。
)
と
あ
る
、
「
庚
申
信
仰
」
・
「
三
尸
信
仰
』
が
そ
れ
で
あ
る
。
王
室
の
場
合
(③
)
、
そ
れ
は
娯
楽
化
し
た
感
じ
が
あ
る
が
、
一
般
的
な
現
象
と
は
考
え
ら
れ
な
い
(
④
)
。
道
教
説
に
よ
る
典
型
的
な
形
が
国
俗
化
し
、
こ
の
流
行
が
王
室
に
、
そ
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
よ
う
に
思
う
。
